
世界を変えた大発明

株式

資本主義経済発展の原動力となった制度について学びましょう

プライベートを充実させる！
生活習慣を見直して健康アップ！

栄養バランスの良い食事、適度な運動、質の良い睡眠していますか？
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日本をもっと元気よく JAIFAはこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます

JAIFA公式LINEの
友だち登録は
こちらから。



ログイン方法が簡単に
なりました！

今すぐログイン

生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!
生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!

JAIFA学習帖

「　　　　　　 」サイト

今後もいつでも見や
すいようにホーム画面
に追加しましょう。

iPhone なら画面の下
部、iPad なら画面上
部のマークをタップ！
アンドロイドの方は ……

をタップ！
※機種により操作方法
が異なる場合があり
ます。

タップ！
※ iPhone、iPad での操作。� �
アンドロイドでは機種により操作
方法が異なる場合があります。

ホーム画面に追加 
さ れ た ア イコン
をタップすれば、
学習帖がいつでも
すぐに見られます！

● 利用開始にあたっての会員情報入力・変更が不要となり、アクセスコード入力のみでログイン可能です。
● ログインのためのアクセスコードは、本誌 Present に掲載いたします （３か月に１回変更されます）。
● �2022 年３月以前にメールアドレス＋パスワードでログインされていた方も、お手数ですがアクセスコードの入力をお願いいたします。
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2022 年
４月以降の

ログイン方法に
ついて

人気コンテンツ紹介
閲覧数
No.2
閲覧数
No.1
閲覧数
No.3

1月～3月のアクセスコード「1202」を
入力し、ログインボタンをクリック

※4月～6月のアクセスコードは「1203」に変更となります。

毎月月初にコンテンツが 
追加されていきます。

●リーフレットで学ぶ“保険提案”
3月追加予定【法人への提案】
● �法人No.16　過大な役員退職金であると決定された�
場合、法人の税務に影響があることをご存じですか？

●“映像ライブラリー”で調べよう
3月追加予定【個人への提案】
● �変わっていく、ライフプラン「生涯未婚率」

新コンテンツ



昭20・29・38・47・56・平2・11 昭19・28・37・46・55・平元・10 昭18・27・36・45・54・63・平9

昭17・26・35・44・53・62・平8 昭16・25・34・43・52・61・平7 昭15・24・33・42・51・60・平6

昭14・23・32・41・50・59・平5 昭13・22・31・40・49・58・平4・13 昭12・21・30・39・48・57・平3・12

今月の運勢

自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性
気学。人は、生まれたときの「気」によって、九つ
の性に分けられます。「気」は生まれ年ごとにより
違い、それによって「本命性」が決まります。運勢
に影響を与える本命性を知って、あなたの潜在力
を活かしませんか?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

平成 6 年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊
誌への執筆、ラジオ、テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット
上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒 180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

マダム晶子

今月の運気は低迷しています。物事が思うように展
開しません。先月良かった分、少しの低迷も気にか
かるでしょうが、今月は今年１年間の計画をしっか
りと練り込んでおきましょう。ビジネス運は自分の
勘所は的確なので勘を頼りにして紹介などを頼ん
でみましょう。案外すんなりと行くはずです。金銭
運は自分の力では無理なのですが、持ち込まれる
話には運気の良さが含まれますのでどんな話も聞
いておきましょう。社交運は良くありません。新し
い出会いも望みがないので現状維持を守りましょう。
開運★西南大吉方位～営業活動はぜひこの場所で。
（千客万来の気に包まれている開運方位です。社
交運もアップ、人気運も上がります）

離合集散の時を迎えました。今月は親しい方々との
お別れや馴染みの顧客との別れなどが生じやすい時
です。あなたの行動も感覚も的確ですが取り巻く周
囲の状況は良くありません。ビジネス運は周りの意
見に振り回されないように自分優先で過ごしましょう。
身内的な方々からの支援も受けられそうです。金銭
運は良くありません。無駄を控えて計画的な出費を
しましょう。そんな中でも今月のバーゲンセールは
お得な分も含まれているようですから覗いてみましょ
う。社交運は復活、再会等の交流が盛んになります。
開運★西北吉方位～ごく近くで営業活動をしましょう。
（ビッグチャンスが隠されている方位です。真面目に
取り組んでみてね）

今月のあなたの運気は発展の気運に乗り躍進でき
る時を迎えています。自分の行動も考え方も、あな
たを取り巻く周囲の状況もピントピタリで最高に
良い1ヵ月です。どんなに良くてもまだまだひ弱な
運気ですから一気に走らないで、一つ一つ確認して
から前に進む慎重さが必要です。ビジネス運は再生
復興もできる時ですから、今まで手を付けずに放置
していた案件事項に再び取り組むと良い形になる
でしょう。金銭運は現状維持です。社交運も新しい
動きはありませんので現状維持を守りましょう。
開運★南大吉方位～家族の団らんやお花見はここでやりましょう。
（中高年女性が味方し、母親、妻、祖母などから支援を得られます。
親孝行が良い）

今月の運勢は盛運の四期目で物事の調う時を迎えてい
ます。昨年からあなたが願ってきたことがようやく成
就する月。つまり願望達成する時です。今月の考え方
や行動はピンボケです。その上取り巻く周囲の状況も
良くありません。従って今月は盛運の気だけが味方で
すから、気を引き締めて油断しないように過ごしましょう。
ビジネス運はコツコツ営業活動をして自分の姿勢を周
りに見せましょう。それでもあなたの願いは叶う月です
からめげずに頑張りましょう。金銭運は忘れていた支
払いなどで出費がかさむ時です。社交運は現状維持です。
開運★南大吉方位～ここで商談や営業活動をしましょう。
（相続問題や不動産関係の仕事が舞い込む、身内感覚の
人の支援あり）

今月のあなたの運気は一時停止の時を迎えて心は怠け
て遊びの気配が治まりません。自分の運気は最悪でピ
ンボケの状態です。何をしても邪魔が入り込んで動き
を止めます。幸い取り巻く周囲の状況は味方になって
くれる気が付いているので的確な判断を持ち込んでく
れます。ビジネス運は余計なことをしないで周りと協
力関係を取りながら活動しましょう。金銭運は全く望
みがないですから大きな買い物や遊興費なども控えて
計画的に。社交運も良くありません。秘密の交際はバ
レますので自重して身の安全を確保して過ごしましょう。
開運★西南吉方位～ここで商談や営業活動をしましょう。
（千客万来を呼び込める開運方位です。社交運はアップ
します）

勢いが出ました。運気は最高です。今月のテーマは
「動いて、動いて」が与えられた使命のようです。自
分の気は少々ずれていますが取り巻く環境は最高
で全てが当てにできる時です。ビジネス運は動くこ
とでさらなる力を得ます。そして飛躍していきます。
ビッグチャンスもあるので謙虚に慢心しないで過
ごしましょう。金銭運は最高ですが出費と収入のバ
ランスが悪くて自分でも何かとギクシャクしてしま
いがち。社交運は新しい動きはありませんので、現
状維持を守り健康管理をしっかりして過ごしましょう。
開運★南吉方位～ごくごく近くを散歩程度で。
（奉仕の心が身に付くようになります。家屋の問
題などに朗報あり）

2023年3月節 3.6▶4.4

今月のあなたは変化厳禁の運気の中で過ごすことに
なります。自分の考え方や行動は的確な判断ができ
る1ヵ月です。あなたを取り巻く周囲の環境も良好です。
しかし油断は禁物です。自分の行動と周囲の流れが
アンバランスに動き、何かのきっかけでギクシャクし
てしまいそうですから気を付けましょう。ビジネス運
は現状維持で守りに徹していたほうが無難です。金
銭運は営業利益は伸びていきそうですが小額程度で
しょう。社交運は華やかに展開していきます。言動振
る舞いから誤解が生まれやすいので気を付けましょう。
開運★北吉方位～半日程度の開運参りでもしましょう。
（新しい発見や、新しい出会いが予想されます。情報
をしっかりつかんでね）

今月から運気は盛運に入りました。向こう5ヵ月間
は毎月上昇していきます。自分の考え方や行動は
ピントピタリですが、取り巻く周囲の状況は良くあ
りません。ビジネス運は自分を大事にして単独行
動をしたほうが良い月になります。流れは非常に良
い時ですから仲間や知り合い等には元気な声を聞
かせてあげましょう。そこから紹介などが生まれ
やすいです。金銭運は営業利益がチャンスの時です。
金銭に結びつくように行動しましょう。社交運は人
気上昇になって広がりを見せます。決め手はあな
たの言動振る舞いです。舌禍には注意しましょう。
開運★北大吉方位～ここで営業活動をしましょう。
（新しい出会いや新しい発想が生まれる開運方位です）

運勢階段の最上階で過ごす今月は勝利をして
入る満杯の時です。運気は最高の時ですから
さらにこれ以上を目指さずに、これまでの反
省と次への準備をしましょう。自分の気はピ
ンボケですが、あなたを取り巻く周囲の環境
は最高で全てが当てになります。ビジネス運
は周囲の人達からの情報や紹介などを掘り起
こしましょう。金銭運は最高なのですが無駄
遣いが多く赤字の暗示がありますので計画的
な出費に抑えましょう。社交運は人気上昇中
で賑やかに展開していきます。
開運★南大吉方位～お花見や飲食、親孝行をこの方位でしましょう。
（親しい方々に囲まれます。特に祖母や母、妻などからの線もあり）



PCの方は
下記QRコードを
スマホで
読み込んで
ください

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に広報
誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育部会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314
E-mail info@jaifa.or.jp

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保護を図り、

国民生活を守るため、公正・適正な業務の運営を目的とし
た生命保険募集人の公益団体であり、生命保険ファイナン
シャルアドバイザーとして活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors
公益社団法人 

生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会
【JAIFA（ジェイファ）】とは

※ 2023 年の Present は、地球環境の保全保護を考
慮し、大豆油から作られたソイインクと適切に管
理された森林から出された FSC の製品を使用して
います。

2022 年 JAIFA は創立 60 周年を迎えました。
JAIFA は、コロナ禍を乗り越えた時代に向かってこれか
らも邁進していきます。

トリプルアニバーサリーイヤー
1962 年   創　　 　　 立 ＜ 60周年＞
2002年   名 称 変 更 ＜ 20周年 ＞
「社団法人全日本生命保険外務員協会」から「社団法
人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会」へ

　　　　　　　　2012 年 公益社団法人認定 ＜10周年＞
トリプルアニバーサリーイヤー

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　金井　敬司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

累計総額　5億9,493万8,756円
令和４年度 募金現在額は 1,439万 904円です （令和5年1月31日現在）

今年度以降も、毎年“1月31日生命保険の日”に全国一斉贈呈式を継続してまいります!

「Present」の語源には「現代・今」という意味があります。
一人ひとりの大切な今日に感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

今月の
表 紙

/2023
～今月号の表紙は神奈川にゆかりがある写真を掲載しています～
明月院「悟りの窓」　鎌倉の観光名所の1つ、「あじさい寺」として知られる明月院。6月に入ると境内を
埋める数千本のあじさいが花を咲かせ、多くの人で賑わいます。明月院の本堂にある丸窓が「悟りの窓」
です。この窓から見える庭園、ふだんは非公開ですがハナショウブと紅葉の季節のみ公開されます。3

	 マダム晶子の九性気学で 今日から開運
02	 特集　第 10 回　プライベートを充実させる！ 
	 生活習慣を見直して健康アップ！
06	 連載　第 10 回　世界を変えた大発明 
	 株式
08	 第 95 回　ゼロから学ぶ税金講座 
	 基礎控除導入で精算課税が有利に？
10	 第 243 回　ありがとう生命保険 
	 ～中学生作文コンクール入賞作品より～ 
	 ｢相互扶助と愛のカタチ」 
	 東京都　山脇学園中学校　2 学年　細貝　桃奈

12	 第 72 回　社会保険 Q&A 
	� 30歳 ― 遺族年金のもう一つの境目

13	 第 132 回　桐生純子の愛され力　コミュニケーション術 
	� 【素敵な人がやっている小さな習慣】 

～豊かな朝時間のはじめ方～
14	 第 208 回　お客様からの感謝の声 
	� 71歳で喉頭がんを発症。 

長年妻任せだった 
生命保険の重要性を実感しました

18	 第 144 回　思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 
	� 国税の「Pay 払い」が可能に 

メリットと注意点は？
19	� タオル・カード類 

収集へご協力のお願い
20	 2023JAIFA年次大会in神奈川 
	 参加者募集のご案内
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副
菜
２
品
が
基
本
で
す（
香

の
物
は
副
菜
に
は
カ
ウ
ン
ト
し
ま
せ
ん
）。
こ
れ

ら
が
揃
う
こ
と
で
、
炭
水
化
物
・
脂
質
・
タ
ン

パ
ク
質
の
３
つ
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
整
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
乳
製
品
や
果
物
を
加
え
れ
ば
、
ビ

タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
も
摂
る
こ
と
が
で
き
、
人

の
体
に
欠
か
せ
な
い
５
大
栄
養
素（
炭
水
化
物
・

脂
質
・
タ
ン
パ
ク
質
・
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
）

が
整
い
ま
す
。

ま
た
、
食

べ
る
と
き
に

意
識
し
た
い

の
が
、「
ゆ
っ

く
り
食
べ

る
」「
食
べ
す

ぎ
な
い
」
の

２
つ
で
す
。

よ
く
噛
み
、
時
間
を
か
け
て
食
べ
る
と
少
な

い
量
で
脳
に
満
腹
の
サ
イ
ン
が
送
ら
れ
、
食
べ

る
量
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
脳
内
物
質
の

働
き
に
よ
り
、
内
臓
脂
肪
の
分
解
も
促
進
さ
れ

る
と
い
い
ま
す
。

食
べ
る
速
度
が
速
い
人
ほ
ど
肥
満
度
が
高
い

と
い
う
調
査
結
果
（
※
）
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
時
間

を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と
は
、ダ
イ
エ
ッ

ト
に
も
効
果
が
あ
り
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
よ
く
噛
む
と
唾
液
の
分
泌
が
増
え

ま
す
。
唾
液
に
は
免
疫
に
大
切
な
物
質
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
感
染
症
の
予
防
に
も
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

※ 

厚
生
労
働
省「
平
成
21
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
報
告
」に
よ
る
と
、《
食

べ
る
速
さ
に
つ
い
て
体
型
別
に
み
る
と
、肥
満
者（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
）で

は
、速
い
と
回
答
し
た
者
の
割
合
は
、男
性
63
・
９
％
、女
性
46
・
５
％

で
あ
り
、や
せ（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
18
・
５
未
満
）及
び
ふ
つ
う（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
18
・
５

以
上
25
未
満
）の
者
に
比
べ
多
い
。》と
分
析
し
て
い
ま
す
。

【
運
動
の
見
直
し
】

日
頃
の
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
人
は
多
い

よ
う
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
令
和
２
年
度「
ス

ポ
ー
ツ
の
実
施
状
況
等
に
関
す
る
世
論
調
査
」に

よ
る
と
、
全
国
の
18
～
79
歳
の
男
女
を
対
象
に

「
運
動
不
足
を
感
じ
る
か
」と
の
質
問
に
対
し
て
、

運
動
不
足
を「
感
じ
る
」と
答
え
た
人
の
割
合
は

79
・
６
％
（
大
い
に
感
じ
る
36
・
７
％
＋
あ
る
程

度
感
じ
る
42
・
９
％
）で
、
５
人
の
う
ち
４
人
が

運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

で
は
、
ど
の
程
度
の
運
動
を
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
厚
生
労
働
省「
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
身
体
活
動
基
準
２
０
１
３
」に
よ
れ
ば
、
左

の
表
の
よ
う
な
基
準
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
メ
ッ
ツ
」
と
は
、
身
体
活
動
の
強
さ
と
量
を

数
値
で
表
し
た
も
の
で
、ど
の
程
度
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
消
費
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

座
っ
た
り
横
に

な
っ
て
楽
に
し

て
い
る
と
き

（
安
静
時
）
の

状
態
を
１
メ
ッ

ツ
と
し
て
、
そ

の
何
倍
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
な
の

主食
ご飯、食パン、
うどん、
スパゲティなど

エネルギー源として
炭水化物や
脂質を供給する

主菜
焼き肉、刺し身、
ハンバーグ、
納豆など

タンパク質の
供給源となる

副菜
サラダ、筑前煮、
もやしの卵とじ、
野菜炒め、ひじきなど

ビタミン、
ミネラルなどを補う

主食・主菜・副菜の食品例

18～64歳の身体活動 
（生活活動・運動）の基準

強度が3メッツ 
以上の身体活動を、 

1週間で23メッツ・時
（1日当たり約3.3メッツ・時の 

身体活動が必要）
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　プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を

　充
実
さ
せ
る

か
を
示
し
て
い
ま
す
。

１
週
間
で
23
メ
ッ
ツ
・
時
の
活
動
量
は
ど
の

程
度
か
と
い
う
と
、
歩
行
ま
た
は
そ
れ
と
同
等

以
上
の
強
度
の
身
体
活
動
を
、
毎
日
60
分
行
う

こ
と
に
相
当
し
ま
す（
１
日
当
た
り
約
３
・
３

メ
ッ
ツ
・
時
）。

ま
た
、
必
ず
し
も
運
動
で
は
な
く
て
も
身
体

活
動
量
は
確
保
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
床
磨
き

や
風
呂
掃
除
は
３
・
５
メ
ッ
ツ
と
な
り
、
運
動
に

当
て
は
め
る
と
、
軽
・
中
程
度
の
筋
ト
レ
や
体

操
に
相
当
し
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
運
動
習
慣
を
持
つ
人
を

「
１
回
30
分
以
上
の
運
動
を
、
週
２
回
以
上
実
施

し
、
１
年
以
上
持
続
し
て
い
る
人
」
と
定
義
し

て
い
ま
す
。
い
き
な
り
運
動
習
慣
と
い
わ
れ
て

も
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
使
わ
ず
に
階

段
を
使
う
」「
通
勤

の
往
復
で
速
歩
き
を

す
る
」「
家
事
を
積

極
的
に
行
う
」な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

で
身
体
活
動
量
は
増

え
る
も
の
で
す
。

【
睡
眠
の
見
直
し
】

理
想
的
な
睡
眠
時
間
は
、
個
人
差
は
あ
る
も

の
の
一
般
的
に
７
時
間
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省「
令
和
２
年
度 

健
康
実
態
調

査
結
果
の
報
告
」に
よ
る
と
、
睡
眠
時
間
は
７
時

間
未
満
の
人
が
半
数
を
超
え
て
お
り
、
十
分
な

睡
眠
を
取
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
す
。

睡
眠
不
足
が
続
く
と
、
日
中
の
眠
気
や
集
中

力
が
低
下
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
律
神
経（
囲
み

記
事
参
照
）の
働
き
も
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

睡
眠
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
は
、
疲
労
回
復
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
、
美
容
効
果
な
ど
心
身
に

良
い
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
と
は
い
え
、
睡

眠
は
た
く
さ
ん
寝
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
睡
眠
の「
質
」で
す
。

質
の
良
い
睡
眠
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
の

目
安
と
し
て
、

厚
生
労
働
省

の
資
料
か
ら

一
部
を
ま
と

め
る
と
次
の

よ
う
な
も
の

が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

メッツ 生活活動 運動

3.0 犬の散歩、家財道具の片付け 社交ダンス（ワルツなど）、ピラティス、太極拳

3.5 楽に自転車に乗る、階段を下りる 自体重を使った軽い筋トレ、体操、ゴルフ

4.0 通勤で自転車に乗る、階段を上る 卓球、パワーヨガ、ラジオ体操第1

4.5 耕作、家の修繕 テニス（ダブルス）、水中歩行、ラジオ体操第2

5.0 かなりの速歩き 野球、サーフィン、バレエ（モダン・ジャズ）

5.5 シャベルで土や泥をすくう バドミントン

6.0 スコップで雪かきをする ゆっくりとジョギング、のんびりと水泳

厚生労働省「健康づくりのための身体活動基準2013」より

主な生活活動と運動におけるメッツのめやす
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　プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を

　充
実
さ
せ
る

•�

睡
眠
と
覚
醒
の
リ
ズ
ム
が
規
則
正
し
く

保
た
れ
て
い
る

•�
日
中
に
過
度
の
眠
気
や
意
図
し
な
い

眠
気
が
起
き
な
い

•�

布
団
に
入
っ
て
か
ら
短
時
間
で

入
眠
で
き
る

•�

目
が
覚
め
て
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に

行
動
で
き
る

具
体
的
に
睡
眠
の
質
を
ア
ッ
プ
す
る
方
法
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

 

夕
食
の
時
間
帯
を
工
夫
す
る

就
寝
３
時
間
前
に
は
夕
食
を
終
わ
ら
せ
る
よ

う
に
し
ま
す
。
食
後
す
ぐ
に
寝
る
と
、
胃
腸
の

消
化
活
動
が
優
先
さ
れ
て
内
蔵
が
休
ま
ら
ず
、

疲
労
回
復
に
影
響
が
出
た
り
、
眠
り
が
浅
く
な

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
帰
宅
が
遅
い
と
き
の
夕
食

は
、
う
ど
ん
や
ス
ー
プ
な
ど

消
化
の
良
い
も
の
を
少
量
だ

け
摂
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　 

温
か
い
飲
み
物
を
摂
る

眠
気
は
、
体
温
が
下
が
り
始
め
る
と
き
に

始
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
寝
る
前
に
温

か
い
飲
み
物
で
内
蔵
を
温
め
ま
し
ょ
う
。
体
の

深
い
部
分
が
温
め
ら
れ
、
ス
ム
ー
ズ
な
入
眠
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
飲
み
物
は
カ
フ
ェ
イ
ン
を

含
ま
な
い
も
の
、
例
え
ば
白
湯
や

カ
モ
ミ
ー
ル
テ
ィ
ー
（
※
）
な
ど
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

※ 

紅
茶
と
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い
る
も
の
は
カ
フ
ェ

イ
ン
を
含
み
ま
す
の
で
、純
カ
モ
ミ
ー
ル
テ
ィ
ー

が
お
す
す
め
で
す
。

 

風
呂
は
ぬ
る
ま
湯
で
の
ん
び
り
と

前
述
の
温
か
い
飲
み
物
と
同
様
に
、
深
部

の
体
温
を
上
げ
て
お
く
た
め
に
も
、
就
寝
の

１
～
２
時
間
前
に
ゆ
っ
く
り
と
入
浴
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
お
す
す
め
は
、
38
℃
程

度
の
ぬ
る
め
の
お
湯
に
、

20
～
30
分
間
浸
か
る
こ

と
。
昼
間
の
緊
張
が
ほ

ぐ
れ
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

食
事
・
運
動
・
睡
眠
の
基
本
は
理
解
で
き
ま

し
た
か
？　

こ
れ
ら
３
つ
の
基
本
の
中
か
ら
、

で
き
る
も
の
か
ら
無
理
の
な
い
範
囲
で
取
り
入

れ
て
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
生
活
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。

寝
る
前
の
ス
マ
ホ
は
N
G
！

自
律
神
経
に
注
目
し
て
、

体
調
を
整
え
る

質
の
良
い
睡
眠
は
、
自
律
神
経
を
整
え

て
く
れ
ま
す
。
自
立
神
経
は
、
内
臓
や
血

管
な
ど
、
自
分
自
身
で
は
動
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
部
分
を
司
る
も
の
で
、「
交
感
神

経
」
と「
副
交
感
神
経
」
の
2
つ
が
あ
り
ま

す
。
交
感
神
経
は
活
発
に
活
動
し
て
い
る

と
き
、
副
交
感
神
経
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

い
る
と
き
に
優
位
に
な
り
ま
す
。
寝
る
前

に
な
る
と
副
交
感
神
経
の
働
き
が
優
位
に

な
り
、
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
眠
り
に

導
き
ま
す
。
し
か
し
、
寝
る
直
前
ま
で
ス

マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
見
て
い
る
と
、

画
面
の
光
や
情
報
に
脳

が
反
応
し
て
交
感
神
経

が
優
位
に
な
り
、
眠
り

が
浅
く
な
っ
て
日
常
生

活
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し

ま
す
。
就
寝
時
の
ス
マ

ホ
操
作
は
避
け
た
ほ
う

が
良
さ
そ
う
で
す
。
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格
的
な
株
式
会
社
が
世
界
で
初
め
て
誕
生
し
た

の
は
17
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
積
極
的
に
大
海
に
乗
り
出

し
た
大
航
海
時
代
、
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
な

ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
強
国
は
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
・

ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
進
出
。
貿
易
に
よ
っ
て
香
辛

料
、
茶
、
絹
織
物
、
陶
磁
器
、
象
牙
な
ど
国
内

に
無
い
資
源
を
持
ち
帰
り
、
莫
大
な
利
益
を
生

み
出
し
て
い
ま
し
た
。

貿
易
に
は
船
体
は
じ
め
、
船
員
の
手
配
や
貿

易
の
元
手
と
な
る
物
資
の
用
意
な
ど
の
資
産
が

必
要
と
な
る
た
め
、
資
金
調
達
の
た
め
に
一

航
海
ご
と
に「
座
」を
開
い
て
出
資
者
を
募
り
、

航
海
終
了
時
に
元
本
と
利
益
を
分
配
し
て
解
散

す
る「
当
座
会
社
」と
い
う
形
態
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
航
海
期
間
は
長
い
と
２
年
間
に

も
お
よ
び
、
船
が
資
源
を
積
ん
で
無
事
に
帰
港

で
き
れ
ば
莫
大
な
利
益
が
得
ら
れ
る
一
方
で
、

遭
難
な
ど
で
船
が
沈
め
ば
利
益
が
得
ら
れ
な
い

ば
か
り
か
出
資
金
の
回
収
す
ら
で
き
ま
せ
ん
。

当
時
の
航
海
技
術
で
は
船
が
無
事
に
帰
っ
て

来
ら
れ
る
保
証
が
な
い
た
め
、
出
資
者
に
と
っ

て
は
こ
の
上
な
く
ハ
イ
リ
ス
ク
ハ
イ
リ
タ
ー
ン

事
業
に
必
要
な
資
金
を
調
達
す
る
た
め
に
企

業
か
ら
発
行
さ
れ
、
購
入
す
る
こ
と
で
企
業
の

所
有
者
の
一
人
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
を
得

ら
れ
る「
株
式
」。
現
代
社
会
に
お
い
て
大
き

な
影
響
力
を
も
つ
制
度
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
本

大
航
海
時
代
に
生
ま
れ
た

大
航
海
時
代
に
生
ま
れ
た

合
理
的
制
度

合
理
的
制
度

な
投
資
で
し
た
。
そ
こ
で
、
一
攫
千
金
で
は
な

く
継
続
し
た
事
業
と
し
て
利
益
を
出
す
た
め
に

考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
一
部
の
投
資
家
が
１
航

海
ご
と
に
出
資
す
る
の
で
は
な
く
複
数
の
投
資

家
が
複
数
の
航
海
に
出
資
す
る
方
法
で
す
。

オ
ラ
ン
ダ
は
１
６
０
２
年
に
14
社
の
当
座
会

社
を
統
合
し
、
オ
ラ
ン
ダ
国
王
を
総
裁
と
し
て

軍
事
・
外
交
・
行
政
の
特
権
も
持
た
せ
た
オ
ラ

ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
を
設
立
。
出
資
者
を
広
く

募
っ
て
資
金
を
調
達
し
、
出
資
額
に
応
じ
た
株

券
を
発
行
し
、
調
達
し
た
資
金
で
複
数
の
航
海

を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

も
し
１
つ
の
航
海
が
失
敗
し
て
も
他
の
航
海
で

成
功
を
収
め
る
こ
と
で
利
益
を
上
げ
て
権
利
者

に
配
当
を
分
配
す
る「
株
式
会
社
」が
誕
生
し

た
の
で
す
。

株
式
の
誕
生
に
よ
っ
て
出
資
者
は
リ
ス
ク
が

伴
う
事
業
に
対
し
て
投
資
し
や
す
く
な
り
、
会

社
も
資
金
を
集
め
や
す
く
な
り
、
経
済
規
模
は

著
し
く
拡
大
。
オ
ラ
ン
ダ
で
生
ま
れ
た
株
式
会

社
制
度
は
資
本
主
義
経
済
発
展
の
原
動
力
と

な
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
広
が
り
、
や
が
て

世
界
中
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し
た
。

私達の生活様式を一変させた画期的な技術や発明を紹介する「世界を変えた大発明」。
前回の「コンピュータ」に続き、最終回の今回ご紹介するのは、現代社会における経済
活動の根幹をなす「株式」です。今では当たり前のように存
在している経済システムは、野心と好奇心渦巻く大航海時
代に実利を追い求めた資本家たちによって編み出されました。
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日
本
で
は
19
世
紀
半
ば
か
ら
西
洋
の
資
本
主

義
経
済
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
る
動
き
が
積
極

化
し
、
１
８
７
３
年
に
日
本
初
の
株
式
会
社
・

第
一
国
立
銀
行（
現
・
み
ず
ほ
銀
行
）が
誕
生

し
ま
し
た
。
幕
末
期
に
坂
本
龍
馬
と
そ
の
同
志

が
設
立
し
た
商
社
で
あ
る
亀
山
社
中
も
株
式
の

仕
組
み
を
取
り
入
れ
た
先
駆
け
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
第
一
国
立
銀
行
は
株
主
の
有
限

責
任
や
利
益
計
算
に
基
づ
い
た
配
当
を
実
施
し

た
こ
と
か
ら
、
日
本
初
の
本
格
的
な
株
式
会
社

証
券
民
主
化
運
動
に
よ
る

証
券
民
主
化
運
動
に
よ
る

証
券
市
場
の
再
建

証
券
市
場
の
再
建

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
で
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の

設
立
と
同
年
に
世
界
初
の
証
券
取
引
所
・
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
証
券
取
引
所
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
が
、
日
本
初
の
証
券
取
引
所
・
東
京
株
式

取
引
所（
現
・
東
京
証
券
取
引
所
）が
設
立
さ

れ
た
の
は
第
一
国
立
銀
行
の
設
立
か
ら
５
年
後

の
１
８
７
８
年
で
し
た
。
し
か
し
当
時
は
株
式

の
上
場
銘
柄
は
な
く
、
設
立
か
ら
数
カ
月
後
に

第
一
国
立
銀
行
、
東
京
・
日
本
橋
の
兜
町
米
商

会
所
と
蛎
殻
町
米
商
会
所
、
東
京
株
式
取
引
所

の
４
銘
柄
が
上
場
し
た
の
み
。
わ
ず
か
な
銘
柄

し
か
な
い
た
め
、
主
に
取
引
さ
れ
て
い
た
の
は

華
族
や
士
族
に
交
付
さ
れ
た
公
債
の
売
買
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
１
８
８
０
年
代
に
入
る
と
鉄
道
、

海
運
、
紡
績
、
ガ
ス
、
電
気
な
ど
様
々
な
株
式

企
業
が
相
次
い
で
誕
生
・
上
場
し
て
株
式
取
引

は
次
第
に
活
発
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

１
９
４
３
年
に
は
全
国
の
株
式
取
引
所
を
統

合
し
た
日
本
証
券
取
引
所
が
設
立
さ
れ
、
第
二

次
世
界
大
戦
中
も
株
式
売
買
は
続
け
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
戦
況
の
悪
化
に
伴
っ
て
市
場
か
ら

活
気
が
失
わ
れ
、
１
９
４
５
年
８
月
10
日
に
市

場
は
停
止
。
戦
後
も
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
取
引
所
の

再
開
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
財
閥
解
体
を
行
い
、
財
閥

子
会
社
の
株
式
を
強
制
的
に
買
い
取
っ
て
地
域

住
民
や
従
業
員
に
安
く
転
売
す
る
な
ど
、
大
量

の
株
式
を
国
民
に
放
出
。
ま
た
、
証
券
知
識
の

普
及
や
投
資
家
教
育
な
ど
証
券
民
主
化
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
政
策
に
よ
り
幅
広
い
投
資
家

が
参
加
で
き
る
証
券
市
場
が
再
構
築
さ
れ
、
日

本
証
券
取
引
所
は
１
９
４
９
年
に
東
京
証
券
取

引
所
と
し
て
再
開
。
東
京
証
券
取
引
所
は
現
在
、

世
界
最
大
の
証
券
取
引
所
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証

券
取
引
所
や
、
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
と
共
に
、

世
界
経
済
の
中
枢
を
担
う
証
券
取
引
所
と
し
て

日
本
経
済
を
支
え
て
い
ま
す
。

1878年に創設された日本初の株式取引所・ 
東京株式取引所

現在の東京証券取引所
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前
回
の
説
明
で
、
贈
与
財
産
の「
持
ち

戻
し
」
―
相
続
財
産
へ
の
加
算
が「
死
亡

前
７
年
以
内
」
に
拡
大
さ
れ
、
そ
の
対
象

に
な
る
の
は
２
０
２
４
年
の
贈
与
か
ら
と

の
こ
と
で
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
今
年
、

２
０
２
３
年
に
贈
与
す
れ
ば
、
今
回
の
改
正

は
関
係
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ね
。
２
０
２
３

年
１
月
１
日
に
贈
与
し
て
、
仮
に
贈
与
し
た

人
が
２
０
２
６
年
１
月
１
日
ま
で
に
死
亡
し

２
０
２
６
年
ま
で
は
影
響
な
し

た
場
合
は
、
そ
の
贈
与
は「
３
年
以
内
」な

の
で
、
相
続
財
産
へ
の
加
算
の
対
象
に
な
る

が
、
２
０
２
６
年
１
月
２
日
以
後
に
死
亡
し

た
場
合
は
持
ち
戻
し
の
対
象
外
だ
。
今
ま
で

ど
お
り「
３
年
以
内
」が
加
算
の
対
象
に
な

る
。
別
の
見
方
を
す
る
と
、
２
０
２
６
年
ま

で
に
死
亡
し
た
場
合
は
、
持
ち
戻
し
は
最
大

で
も
３
年
分（
２
０
２
４
年
の
贈
与
も
３
年

以
内
）と
な
る
の
で
、
改
正
の
影
響
は
な
い
。

２
０
２
４
年
に
贈
与
し
た
場
合
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

た
と
え
ば
２
０
２
４
年
１
月
１
日
に
贈

与
し
た
場
合
、
改
正
後
の
取
扱
い
と
な
る
。

こ
の
場
合
、
贈
与
者
が
２
０
３
１
年
１
月
１

日
ま
で
に
死
亡
し
た
場
合
は
、「
７
年
以
内
」

と
な
る
の
で
加
算
対
象
に
な
る
。
も
っ
と
も

２
０
２
７
年
１
月
１
日
ま
で
に
死
亡
し
た
場

合
は
、
改
正
前
の
ル
ー
ル
で
も
加
算
対
象
に

な
る
の
で
、
今
回
の
改
正
の
影
響
は
な
い
と

い
え
る
け
ど
ね
。
言
い
か
え
る
と
、
影
響
が

出
る
の
は
、
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
２
０
２
７
年

１
月
２
日
以
降
に
死
亡
し
た
場
合
だ
。
す
な

わ
ち
、
２
０
２
４
年
以
降
に
行
っ
た
贈
与
か

ら「
７
年
以
内
」加
算
の
対
象
に
な
る
の
で
、

２
０
２
７
年
以
降
に
死
亡
し
た
場
合
か
ら
、

今
回
の
改
正
が
影
響
す
る
こ
と
に
な
る
。
た

だ
、
完
全
に
７
年
分
ま
る
ま
る
持
ち
戻
す
と

い
う
状
況
に
な
る
の
は
２
０
３
１
年
以
降
の

相
続
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
に
相
続
が
開
始
し

た
場
合
は
、
２
０
２
４
年
以
降
の
贈
与
が
新

ル
ー
ル
の
対
象
に
な
る
が
、
持
ち
戻
し
の
対

象
は「
７
年
以
内
」よ
り
短
い
期
間
と
な
る
。

だ
ん
だ
ん
と
影
響
が
出
て
く
る
、
と
。

そ
う
い
う
こ
と
だ
ね
。
た
だ
、
そ
も
そ

も「
３
年
以
内
」が「
７
年
以
内
」に
拡
大
さ

95

生
前
贈
与
の
取
扱
い
が
改
正
さ
れ
る
。
暦
年
課
税
制
度
で
は
、
相
続
財
産
へ
の「
持
ち

生
前
贈
与
の
取
扱
い
が
改
正
さ
れ
る
。
暦
年
課
税
制
度
で
は
、
相
続
財
産
へ
の「
持
ち

戻
し
」が
死
亡
前
３
年
以
内
の
贈
与
か
ら
、
死
亡
前
７
年
以
内
の
贈
与
に
拡
大
さ
れ
る
。

戻
し
」が
死
亡
前
３
年
以
内
の
贈
与
か
ら
、
死
亡
前
７
年
以
内
の
贈
与
に
拡
大
さ
れ
る
。

一
方
で
、
相
続
時
精
算
課
税
制
度
で
は
、
暦
年
課
税
と
同
様
の
１
１
０
万
円
の
基
礎

一
方
で
、
相
続
時
精
算
課
税
制
度
で
は
、
暦
年
課
税
と
同
様
の
１
１
０
万
円
の
基
礎  

控
除
が
導
入
さ
れ
、
実
質
的
に
１
１
０
万
円
ま
で
の
贈
与
は
非
課
税
に
な
る
。

控
除
が
導
入
さ
れ
、
実
質
的
に
１
１
０
万
円
ま
で
の
贈
与
は
非
課
税
に
な
る
。

基礎控除導入で
精算課税が
有利に？
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算
課
税
制
度
の
仕
組
み
な
ん
だ
。

逆
に
言
え
ば
、
生
前
贈
与
を
し
て
も
、

節
税
に
は
な
ら
な
い
、
と
。

基
本
的
に
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
よ
。
と

こ
ろ
が
、
今
回
の
改
正
で
、
毎
年
１
１
０
万

円
ま
で
の
贈
与
は
持
ち
戻
す
必
要
は
な
く
な

る
の
で
、
実
質
的
に
非
課
税
に
な
る
。

暦
年
課
税
制
度
で
は
、
１
１
０
万
円
以

下
で
あ
っ
て
も
、「
７
年
以
内
」な
ら
一
部（
死

亡
前
４
〜
７
年
の
贈
与
の
合
計
額
の
う
ち

１
０
０
万
円
）を
除
き
持
ち
戻
す
け
ど
、
相

続
時
精
算
課
税
制
度
で
は「
７
年
以
内
」で

あ
っ
て
も
持
ち
戻
す
必
要
が
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
そ
う
な
る
と
、
暦
年
課
税
で

は
な
く
相
続
時
精
算
課
税
を
選
択
し
た
ほ
う

が
有
利
で
す
よ
ね
。
贈
与
か
ら
７
年
以
内
に

死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
か
ら
。

１
１
０
万
円
ま
で
の
贈
与
に
限
れ
ば
、�

そ
う
い
え
る
だ
ろ
う
ね
。
た
だ
し
、
１
１
０�

万
円
を
超
え
る
贈
与
を
考
え
た
場
合
は
か
な

ら
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
よ
。

�

（
次
号
に
続
き
ま
す
）

れ
て
も
、
贈
与
し
て
か
ら
７
年
間
、
無
事
で

い
れ
ば
持
ち
戻
し
の
対
象
か
ら
外
れ
る
の
で
、

生
前
贈
与
の
効
果
は
生
じ
る
。

長
生
き
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

言
い
か
え
る
と
、
な
る
べ
く
早
く
贈
与

す
る
こ
と
が
重
要
と
い
う
こ
と
だ
ね
。
じ
つ

は
、
今
回
の
相
続
税
や
贈
与
税
の
改
正
の
狙

い
の
一
つ
に
、
親
の
世
代
か
ら
子
の
世
代
へ

の
早
期
の
財
産
移
転
の
促
進
が
あ
る
ん
だ
。

そ
れ
に
よ
り
経
済
活
動
を
活
性
化
す
る
こ
と

が
ね
ら
い
だ
よ
。

相
続
時
精
算
課
税
制
度
で
も
改
正
が
行

わ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
…
…
。

相
続
時
精
算
課
税
制
度
で
は
、
従
来
か

ら
２
５
０
０
万
円
の
特
別
控
除
が
あ
る
が
、

こ
れ
と
は
別
に
、
１
１
０
万
円
の
基
礎
控
除

が
導
入
さ
れ
る
ん
だ
。

暦
年
課
税
制
度
と
同
じ
よ
う
に
１
１
０ 

万
円
が
控
除
で
き
る
、
い
う
こ
と
で
す
か
。

１
１
０
万
円
は
持
ち
戻
し
不
要

そ
う
、
こ
れ
も
２
０
２
４
年
以
降
の
贈

与
が
対
象
に
な
る
け
ど
、
毎
年
１
１
０
万
円

が
控
除
で
き
る
の
で
、
贈
与
額
が
１
１
０
万

円
以
下
で
あ
れ
ば
申
告
す
る
必
要
は
な
い
。

し
か
も
、
こ
の
１
１
０
万
円
ま
で
の
基
礎
控

除
分
は
、
相
続
時
に
持
ち
戻
す
必
要
も
な
い
。

死
亡
前
７
年
以
内
の
贈
与
で
も
？

そ
う
だ
よ
。
そ
も
そ
も
相
続
時
精
算
課

税
制
度
で
は
、
３
年
以
内
と
か
７
年
以
内
と

か
の
年
数
は
関
係
な
く
、
最
初
の
贈
与
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
す
べ
て
を
相
続
財
産
に
加
算

し
て
相
続
税
を
計
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
い
わ
ば
相
続
税
と
贈
与
税
を
一
体
化
し

た
課
税
の
仕
組
み
な
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、

生
前
贈
与
し
た
と
し
て
も
２
５
０
０
万
円
ま

で
な
ら
贈
与
税
は
生
じ
ず
、
２
５
０
０
万
円

を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
と
り
あ
え
ず
20
％

の
税
率
に
よ
る
贈
与
税
を
納
め
る
が
、
最
終

的
に
は
相
続
税
と
同
じ
税
負
担
と
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
資
産
の
移
転
の
時
期（
生
前
贈

与
か
相
続
か
）に
よ
っ
て
課
税
の
負
担
が
変

わ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
の
が
相
続
時
精
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
60
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
命
保
険

生

No.

目
を
つ
む
れ
ば
、
あ
の
笑
顔
が
い
つ
で
も
思
い
浮
か
び
ま
す
。
大

好
き
な
「
ジ
イ
ジ
」。

亡
く
な
っ
て
か
ら
数
年
経
ち
ま
す
が
、
今
で
も
「
桃
ち
ゃ
ん
！
」、

そ
う
呼
ん
で
く
れ
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。
数
年
前
の
あ
る
日
、
私
の

家
族
に
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。
祖
父
が
ガ
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
日
本
の
統
計
で
は
男
性
も
女
性
も
二
人
に
一
人
が
生
涯
で
何

ら
か
の
ガ
ン
に
か
か
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
そ
れ
な
の
に
私
は
、

私
の
祖
父
は
い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
て
く
れ
る
、
と
勝
手
に

決
め
つ
け
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
祖
父
は
い
つ
も
元
気
で
、
ゴ
ル

フ
の
好
き
な
、
毎
日
私
の
た
め
に
家
庭
菜
園
で
野
菜
を
育
て
て
く
れ

る
、
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
、
強
い
ジ
イ
ジ
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

ま
さ
か
…
…
。
信
じ
ら
れ
な
い
…
…
。
祖
母
も
父
も
母
も
心
こ
こ

に
あ
ら
ず
、
私
自
身
も
何
も
手
に
つ
か
な
い
、
私
の
家
族
の
生
活
は

一
変
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
祖
父
本
人
は
、
辛
い
治
療
も
弱
音
を

吐
か
ず
、
ガ
ン
と
闘
っ
て
い
ま
し
た
。
き
っ
と
、
苦
し
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
病
院
に
お
見
舞
い
に
行
け
ば
必
ず
「
桃
ち
ゃ
ん
、
来
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
」
と
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
野
菜
の
話
や
私

の
勉
強
の
話
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
ま
し
た
。
祖
父
は
個
室
に
入
院

し
て
い
た
の
で
、
小
さ
か
っ
た
私
も
気
兼
ね
な
く
お
見
舞
い
に
行
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後
に
父
母
か
ら
聞
い
て
知
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
か
け
が
え
の
な
い
祖
父
と
の
時
間
は
、
祖
父
が
も
し
も
の
と
き

に
と
長
年
加
入
し
て
く
れ
て
い
た
生
命
保
険
や
ガ
ン
保
険
の
お
か
げ

だ
っ
た
の
で
す
。
高
額
の
治
療
費
も
、
治
療
に
専
念
で
き
る
個
室
の

入
院
費
も
、
祖
父
の
保
険
が
役
立
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。
私
は

も
と
も
と
保
険
金
は
、
死
亡
し
た
と
き
に
保
険
会
社
か
ら
支
払
わ
れ

る
お
金
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
祖
父
の
入
院
を
通
じ
て
、
よ
り

良
い
治
療
を
受
け
る
た
め
、
そ
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
家
族
に
少
し
で

も
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
準
備
な
の
だ
と
知
り
ま

東
京
都
　
山
脇
学
園
中
学
校
　
二
学
年
　
細ほ
そ

貝が
い

　
桃も
も

奈な

相
互
扶
助
と
愛
の
カ
タ
チ

243

生命保険
文化センター賞
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し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
祖
父
か
ら
家
族
へ
の
愛
の
カ
タ
チ
な
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。
な
ん
て
素
晴
ら
し
い
仕
組
み
な
の
で
し
ょ
う
。
た
だ

の
お
金
で
は
な
く
祖
父
の
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
お
金
だ
と
い
う
こ
と

を
知
り
、
私
は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
祖
父
は
天
国
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
が
、
保
険
の
お
か

げ
で
祖
父
の
病
気
へ
の
不
安
や
恐
怖
が
少
し
は
和
ら
い
だ
の
で
は
と

思
い
ま
す
。
私
も
日
に
日
に
痩
せ
て
い
く
祖
父
に
会
う
の
が
辛
い
と

き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
個
室
の
病
室
で
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
を
し

て
フ
ル
ー
ツ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食
べ
た
思
い
出
は
決
し
て
忘
れ
る
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

保
険
は
お
互
い
が
助
け
合
う
〝
相
互
扶
助
〟
の
精
神
に
基
づ
い
て
い

る
そ
う
で
す
。
困
っ
た
と
き
に
勇
気
づ
け
、
元
気
づ
け
て
く
れ
る
存

在
は
家
族
や
友
人
、
つ
ま
り
人
で
す
。
最
後
ま
で
支
え
て
く
れ
る
人

が
い
れ
ば
頑
張
れ
て
、
安
心
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
人
達
の
応

援
の
気
持
ち
、
こ
れ
こ
そ
が
相
互
扶
助
、
保
険
の
仕
組
み
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
期
ま
で
頑
張
っ
た
祖
父
を
、
私
は
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

そ
ん
な
祖
父
を
陰
な
が
ら
応
援
し
て
く
れ
て
い
た
保
険
の
存
在
に

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
自
分
は
今
す
ぐ
必
要
で
な
く
て
も
、
今
困
っ

て
い
る
誰
か
を
応
援
す
る
気
持
ち
を
届
け
、
い
ざ
自
分
が
困
っ
た
と

き
は
誰
か
の
応
援
を
い
た
だ
く
、
こ
の
保
険
の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
人
生
一
〇
〇
年
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一

人
一
人
が
リ
ス
ク
に
備
え
る
と
と
も
に
、
加
入
者
同
士
が
助
け
合
い
、

応
援
し
合
っ
て
い
け
ば
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

保
険
は
目
に
見
え
な
い
商
品
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
に
は
、
ち
ゃ

ん
と
思
い
出
と
い
う
カ
タ
チ
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
祖
父
が
そ
う

し
た
よ
う
に
私
も
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
他
の
誰
か
の
た
め
に

な
る
よ
う
相
互
扶
助
の
精
神
を
忘
れ
ず
人
生
一
〇
〇
年
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

新刊の
ご案内

｢ライフプラン情報ブック」の 

改訂版 ができました！

「ライフプラン情報ブック」は、生活設計を立て
るために必要な基本的な考え方や参考情報を
まとめた小冊子です。仕事、結婚、教育、資産形
成、相続など様々な生活課題について、経済的
準備に関する諸データを中心に役立つ情報が
満載です。今回の改訂では、特集として「多様
な働き方の一つとしての副業」と「空き家の実
態と活用方法」を新規に掲載しました。

【'22-'23年度版】 
「備えあれば保険あり」を発行
「ライフプラン情報ブック」、「ほけんのキホン」、
「生命保険と税金の知識」、「ねんきんガイド」、
「医療保障ガイド」を専用のカバーケースに収
納した「備えあれば保険あり」を発行しました。

B5判・60ページ 
（オールカラー）

1部200円 
（税込価格、送料別）

B5判・ 
小冊子5冊セット

1セット1,000円 
（税込価格、送料別）

お申込みは（公財）生命保険文化センターホームページ 
（https://www.jili.or.jp/）でどうぞ。 
各冊子の電子版をAmazonで販売しています！
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第 　 回

夫
が
死
亡
し
た
場
合
に
妻
が
受
け
取
る

遺
族
厚
生
年
金
は
、
妻
が
30
歳
未
満
の

場
合
、
５
年
間
し
か
支
給
さ
れ
な
い
と
聞
き
ま

し
た
。
30
歳
以
上
な
ら
ず
っ
と
受
け
取
れ
る
の

か
と
思
い
ま
す
が
、
30
歳
を
境
目
に
ず
い
ぶ
ん

な
差
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
な
ぜ
こ
ん

な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

夫
の
死
亡
時
に
、
残
さ
れ
た
妻
が
30
歳

未
満
で
子
ど
も
が
い
な
い
場
合
、
遺
族

厚
生
年
金
は
５
年
間
の
有
期
年
金
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
な
く
若
齢
で
あ
れ
ば
、
自
ら
働
い
て

所
得
が
得
ら
れ
る
と
の
考
え
か
ら（
い
か
に
も

QA

古
典
的
な
就
労
観
で
は
あ
り
ま
す
が
）、
こ
の

よ
う
な
取
扱
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

公
的
年
金
の
特
徴
の
一
つ
は
、
老
齢
年
金
も

障
害
年
金
も
遺
族
年
金
も
、
基
本
的
に
終
身
年

金
で
あ
る
こ
と
で
す
。
併
給
調
整
に
よ
り
3
つ

の
年
金
の
い
ず
れ
か
が
他
の
も
の
に
振
り
替
わ

る
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
終

身
に
わ
た
っ
て
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
遺
族
年
金
は
再
婚
し
た
り
、
一
定

の
年
齢
に
達
し
た
場
合
な
ど
に
打
ち
切
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
遺
族
厚
生

年
金
は
例
外
的
に
は
じ
め
か
ら
５
年
間
の
有
期

年
金
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
夫
死
亡
時
に
30
歳
未
満
の
場

合
で
、
子（
18
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
ま
で
の

間
に
あ
る
子
か
20
歳
未
満
の
一
定
の
障
害
状
態
に

あ
る
子
）が
い
る
か
い
な
い
か
に
よ
っ
て
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す（
夫
死
亡
時
に
30
歳
以
上
で

あ
れ
ば
子
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
再
婚
し
た
場

合
な
ど
を
除
き
終
身
に
わ
た
り
支
給
さ
れ
ま
す
）。

５
年
間
の
有
期
年
金
に

30歳―遺族年金の 
もう一つの境目

な
お
、
以
下
の
取
扱
い
は
、
寡
婦
だ
け
が
対

象
で
あ
り
、
妻
が
死
亡
し
て
夫
が
残
さ
れ
た
場

合
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん（
遺
族
厚
生
年
金
が
支

給
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
原
則
的
に
終
身
受
け

取
れ
ま
す
）。

①
子
が
い
な
い
場
合

例
外
な
く
夫
死
亡
時
か
ら
５
年
間
の
有
期
年

金
と
な
り
ま
す
。

②
子
が
い
る
場
合

残
さ
れ
た
妻
が
遺
族
基
礎
年
金
失
権
時
に
30

歳
未
満
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
点
か
ら
５
年
間
の
有

期
年
金
に
な
り
ま
す
。
遺
族
基
礎
年
金
失
権
時
に

30
歳
以
上
で
あ
れ
ば
原
則
と
し
て
終
身
受
け
取
れ

ま
す（
さ
ら
に
40
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
前
号
で
説

明
し
た
と
お
り
、中
高
齢
寡
婦
加
算
も
付
き
ま
す
）。

子
が
い
る
場
合
、
残
さ
れ
た
妻
に
は
遺
族
厚
生

年
金
に
加
え
、
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

そ
の
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な
く
な
っ
た 

（
＝
失
権
し
た
）時
点
で
、
妻
が
30
歳
未
満
で
あ
れ

ば
、
遺
族
厚
生
年
金
は
や
は
り（
そ
の
時
点
か
ら
）

子
が
い
て
も
…
…

72
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桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役	  
（組織改善コンサルタント）
富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、起業。
オンラインセミナー・研修・講演を数多く実施。個人 
向けには『桐生純子の“大人の学び直し”コミュニケー
ショントレーニングジム」を開講。受講者は全国 
規模で 17 万人を超え日本では数少ないヒューマン
スキル分野で 30 年以上のエキスパート。「一人一人
が主役になって輝く生き方」を実現するプログラム 
はダイバーシティ・多様性の時代にマッチすると業種 
を超えて大好評。公式HP：https://kiryujunko.com/

素敵な人がやっている小さな習慣

社会保険労務士、
1級ファイナンシャル・プランニング技能士
ファイナンシャル・プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会
保険労務士事務所所長。生命保険各社
で年金やFP受験対策の研修、セミナー
の講師を務めている。

公式HP

▶

https://www.officetakeda.jp/

Profile

武田 祐介

まだまだ寒い日もありますが、少しずつ木々の芽が
膨らみ始めていますね。今年度は“素敵な人の習
慣”を簡単に実践していただけるように具体的なス
キルとしてお伝えをしてきました。今回は、春の準備
として「朝型スタイル」を意識してみるのはいかが
でしょう。「朝型＝早起きする」というイメージかも
しれませんが、大切なのは朝時間の過ごし方だと
思っています。
例えば、私は朝ウォーキングが長年のルーティーン
ですが、健康のためというよりもスタート前に一杯
のお水を飲むこと、朝の陽ざしを浴びること、澄んで
いる空気をゆっくりと吸い込むときの“気持ちがい
い”がその日一日を豊かにしてくれるから続いてい
るのだと感じています。スマホ片手に歩いていた時
期もありましたが、今は貴
重なデジタルデトックスタ
イムに変わっています。あな
たがご自分のために朝時
間を気持ちよく過ごすこと
でその日に出会う大切な人
を幸せにできますように♥

豊かな朝時間のはじめ方

５
年
間
の
有
期
年
金
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

遺
族
基
礎
年
金
が
失
権
す
る
の
は
、
た
と
え

ば
、
子
が
18
歳
到
達
年
度
末（
一
般
的
に
は
高

校
卒
業
時
）を
過
ぎ
た
と
き
で
す
。
た
だ
、
そ

の
時
点
で
妻（
母
親
）が
30
歳
未
満
と
い
う
こ

と
は
連
れ
子
の
場
合
な
ど
を
除
け
ば
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
遺
族
基
礎
年
金
が
失
権
す
る
ケ
ー
ス

と
し
て
は
、
子
が
年
齢
要
件
を
外
れ
た
場
合
以

外
に
も
、
た
と
え
ば
子
が
死
亡
し
た
場
合
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
遺
族
基
礎
年
金
支
給
の
対
象
に

な
っ
て
い
た
子
が
死
亡
し
た
と
き
、
妻（
母
親
）

が
30
歳
未
満
で
あ
れ
ば
、
遺
族
厚
生
年
金
は
５

年
間
の
有
期
年
期
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
場
合
も
、
子
が
な
く
ま
だ
若
い
の
だ
か
ら

就
労
し
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

Vol.132

■夫死亡時に妻が受け取る遺族厚生年金の受給期間

夫死亡時の 
妻の年齢 30歳以上 30歳未満

子（注） 
がいる 原則として終身

遺族基礎年金失権時
の時点に30歳未満
なら、そこから5年

（30歳以上なら原則
として終身）

子（注） 
がいない 原則として終身 夫死亡時から5年

（注） 18歳到達年度末までの間にあるか、または20歳未満で一定の 
障害状態にある子。

13 2023  |  March



〜あなたを守りたい〜

お客様からの感謝の声

お客様
プロフィール

Ｓさま（73歳　電気工事業）　妻（73歳　主婦）
長男（37歳　会社員）　　　　次男（35歳　会社員）

71歳で喉頭がんを発症。長年妻任せだった
生命保険の重要性を実感しました

208

「
奥
様
が
10
数
年
前
に
退
職
さ
れ
て
か
ら
は
、

Ｓ
さ
ま
ご
家
族
の
生
命
保
険
は
す
べ
て
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
の
職
場
も
自
宅

も
同
じ
地
域
な
の
で
、
親
戚
の
よ
う
な
お
付
き

合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

Ｓ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
宮
原
さ
ん
に
は
長
男
家
族
も
次
男
も
、
家
族

全
員
の
保
険
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
気
楽
に

な
ん
で
も
話
せ
る
関
係
で
、
私
の
体
調
に
つ
い

て
も
妻
と
一
緒
に
心
配
し
て
く
れ
ま
し
た
」

が
ん
は
通
院
し
て
放
射
線
治
療
を
受
け
ま
し

た
。
寒
さ
厳
し
い
１
月
か
ら
始
ま
り
、
桜
咲
く

４
月
に
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

「
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
と
き
は
さ
す
が
に

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
が
、
放
射
線
治
療
だ
け
だ
っ

た
の
で
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

医
療
費
に
つ
い
て
は
生
命
保
険
で
す
べ
て
賄
え

ま
し
た
。
保
険
関
係
は
ず
っ
と
妻
任
せ
だ
っ
た

の
で
す
が
、改
め
て
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
」

現
在
は
仕
事
の
傍
ら
、
近
所
に
住
む
お
孫
さ

ん
の
育
児
を
ご
夫
婦
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
さ
ま
は
保
育
園
の
送
り
迎
え
や
週
末
の
遊
び

相
手
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
お
客
様
は
、
東
京
都

在
住
の
Ｓ
さ
ま
で
す
。
Ｓ
さ
ま
は
71
歳
の
と
き

に
喉
頭
が
ん
を
発
症
し
ま
し
た
。

「
年
末
の
忙
し
い
と
き
に
喉
の
調
子
に
違
和
感

が
あ
り
ま
し
た
。
様
子
を
見
て
い
た
の
で
す
が

新
年
を
迎
え
て
も
よ
く
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、

近
所
の
耳
鼻
科
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
が
ん
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
幸
い
早
期
発
見
で
し
た
」

朝
日
生
命
保
険
相
互
会
社
東
京
西
統
括
支
社

学
芸
大
学
営
業
所
の
宮
原
苗
子
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

「
Ｓ
さ
ま
と
は
ご
家
族
も
含
め
て
30
年
以
上
の

お
付
き
合
い
で
す
。
Ｓ
さ
ま
は
、
70
歳
を
過
ぎ

て
も
健
康
そ
の
も
の
で
し
た
の
で
、
が
ん
と
診

断
さ
れ
て
驚
き
ま
し
た
。
治
療
中
も
普
段
と
変

わ
ら
ず
仕
事
を
続
け
る
ほ
ど
、
心
身
と
も
に
タ

フ
な
方
で
す
」

実
は
、
Ｓ
さ
ま
の
お
母
様
は
宮
原
さ
ん
の
仕

事
の
大
先
輩
。
さ
ら
に
Ｓ
さ
ま
の
奥
様
は
元
仕

事
仲
間
で
す
。

仕
事
を
続
け
な
が
ら

仕
事
を
続
け
な
が
ら

33
ヵ
月
間
の
放
射
線
治
療

ヵ
月
間
の
放
射
線
治
療
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秋
に
は
ご
次
男
の
結
婚
式
が
予
定
さ
れ
、
ま
す

ま
す
に
ぎ
や
か
な
Ｓ
家
と
な
り
そ
う
で
す
。

Ｓ
さ
ま
ご
家
族
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と
生

命
保
険
へ
の
思
い
を
お
伺
い
し
、
宮
原
さ
ん
の

お
話
を
交
え
て
、
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

Ｓ
さ
ま
は
２
歳
年
上
の
お
兄
様
と
と
も
に
、

電
気
工
事
業
の
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

「
父
が
創
業
し
た
会
社
で
す
。
私
も
兄
も
学
校

卒
業
後
す
ぐ
に
父
と
と
も
に
働
き
始
め
ま
し
た
。

日
本
経
済
が
好
調
だ
っ
た
頃
は
、
全
国
に
出
張

し
て
休
日
返
上
の
日
々
で
し
た
」

Ｓ
さ
ま
ご
兄
弟
が
幼
い
頃
か
ら
、
多
忙
な
家

業
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
家
事
、
育
児
を
一
手
に
引

き
受
け
て
い
た
の
は
お
母
様
で
し
た
。

「
昔
気
質
の
父
は
自
分
の
仕
事
以
外
は
す
べ
て

母
任
せ
で
し
た
が
、
母
は
生
命
保
険
の
仕
事
も

し
て
い
ま
し
た
」

お
母
様
は
仕
事
仲
間
や
お
客
様
な
ど
多
く
の

方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

母
も
妻
も
家
事
・
育
児
を
し
な
が
ら

母
も
妻
も
家
事
・
育
児
を
し
な
が
ら

生
命
保
険
の
営
業
職
員

生
命
保
険
の
営
業
職
員

「
世
話
好
き
で
お
見
合
い
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ま

で
し
て
い
ま
し
た
。
仕
事
や
付
き
合
い
だ
け
で

な
く
家
の
こ
と
に
も
手
を
抜
か
ず
、
70
代
半
ば

ま
で
生
命
保
険
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
」

勇
退
後
も
変
わ
ら
ず
お
元
気
で
過
ご
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
お
別
れ
は
突
然
で
し
た
。

「
82
歳
の
と
き
に
体
調
を
崩
し
て
病
院
を
受
診

し
た
と
こ
ろ
末
期
の
が
ん
で
し
た
。
そ
の
２
週

間
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
数
年
後
、
父
は
母

の
あ
と
を
追
う
よ
う
に
亡
く
な
り
ま
し
た
」

お
父
様
が
創
業
さ
れ
た
会
社
は
、
Ｓ
さ
ま
ご

兄
弟
が
力
を
合
わ
せ
て
盛
り
立
て
て
い
き
ま
し

た
。
奥
様
も
家
事
、
育
児
を
し
な
が
ら
、
な
ん

と
Ｓ
さ
ま
の
お
母
様
同
様
、
生
命
保
険
の
仕
事

を
始
め
ま
し
た
。

宮
原
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
奥
様
を
ス
カ
ウ
ト
し
た
の
は
私
で
す
。
明
る

く
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
く
、
誠

実
な
仕
事
ぶ
り
。
20
数
年
間
多
く
の
お
客
様
か

ら
信
頼
さ
れ
、
60
歳
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
」

奥
様
が
退
職
さ
れ
た
あ
と
は
、
宮
原
さ
ん
が

Ｓ
さ
ま
ご
家
族
の
生
命
保
険
を
す
べ
て
担
当
。

公
私
と
も
に
ま
す
ま
す
仲
が
深
ま
り
ま
し
た
。

Ｓ
さ
ま
は
息
子
さ
ん
達
が
か
つ
て
参
加
し
て

い
た
地
域
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
監
督
を
任
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

宮
原
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
私
の
息
子
は
別
の
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
試
合

な
ど
で
Ｓ
さ
ま
と
顔
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
」

地
域
密
着
、
家
族
ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
な

ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
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近
年
、
Ｓ
さ
ま
の
仕
事
は
地
域
中
心
に
シ
フ

ト
さ
れ
、
商
店
街
な
ど
の
お
知
り
合
い
が
増
え

ま
し
た
。
町
中
で
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
子
ど
も

た
ち
を
見
か
け
成
長
し
た
姿
に
目
を
細
め
る
こ

と
も
多
い
そ
う
で
す
。

「
父
母
の
方
た
ち
と
も
長
い
お
付
き
合
い
に
な

り
ま
し
た
。
今
で
も
現
場
で
仕
事
を
し
て
い
る

と
よ
く
声
を
か
け
ら
れ
ま
す
」

公
私
と
も
に
地
域
で
活
動
で
き
て
い
た
の
も
、

健
康
に
恵
ま
れ
て
い
た
た
ま
も
の
と
Ｓ
さ
ま
は

言
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
60
代
半
ば
頃
、
周
り
か

ら「
痩
せ
た
け
ど
、
大
丈
夫
？
」
と
心
配
し
て

声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
自
分
で
は
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

何
人
も
の
人
が『
痩
せ
た
』と
言
う
の
で
、
試

し
に
体
重
を
測
る
と
短
期
間
で
６
kg
も
減
っ
て

い
た
の
で
す
」

近
所
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、

大
腸
に
ポ
リ
ー
プ
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

「
９
㎜
の
ポ
リ
ー
プ
が
10
個
ぐ
ら
い
あ
り
ま
し

「
放
置
し
て
い
た
ら
が
ん
に
な
っ
て
い
た
よ
」

「
放
置
し
て
い
た
ら
が
ん
に
な
っ
て
い
た
よ
」

6060
代
半
ば
で
大
腸
ポ
リ
ー
プ
を
切
除

代
半
ば
で
大
腸
ポ
リ
ー
プ
を
切
除

た
。
医
師
に『
放
置
し
て
い
た
ら
が
ん
に
な
っ

て
い
た
よ
』と
言
わ
れ
ま
し
た
」

こ
の
と
き
は
１
泊
入
院
で
の
手
術
で
し
た
。

「
長
年
加
入
し
て
い
た
生
命
保
険
の
入
院
給
付

金
で
初
め
て
医
療
費
が
賄
え
ま
し
た
。
手
続
き

な
ど
宮
原
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

宮
原
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
手
続
き
し
た
と
き
に
奥
様
と『
が
ん
で
な
く

て
よ
か
っ
た
ね
』と
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

治
療
後
は
、
以
前
と
変
わ
ら
ず
精
力
的
に
仕
事

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
」

そ
れ
か
ら
数
年
後
、
ご
近
所
に
住
む
ご
長
男

夫
婦
に
お
孫
さ
ん
が
誕
生
し
ま
し
た
。
Ｓ
さ
ま

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
共
稼
ぎ
の
長
男
夫
婦
に
と
っ
て
初
め
て
の
子

ど
も
。
妻
は
退
職
し
て
い
た
の
で
、
孫
育
て
の

手
伝
い
を
楽
し
そ
う
に
始
め
ま
し
た
」

喉
頭
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
の
は
、
71
歳
の
と

き
で
し
た
。

「
仕
事
が
一
段
落
し
た
年
末
、
兄
と
話
し
て
い

た
ら
途
中
で
声
が
途
切
れ
る
よ
う
な
感
じ
が

あ
っ
た
の
で
す
。
あ
れ
、
な
ん
か
お
か
し
い
な

と
感
じ
た
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
る

こ
と
に
し
ま
し
た
」

新
年
を
迎
え
て
し
ば
ら
く
し
て
も
、
同
じ
よ

う
な
声
の
途
切
れ
が
あ
り
、
長
年
通
っ
て
い
る

耳
鼻
科
を
受
診
し
ま
し
た
。

「
昔
馴
染
み
の
医
師
に
冗
談
の
よ
う
に『
喉
頭

が
ん
か
な
？
』
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、『
紹
介
状

を
書
く
か
ら
大
き
な
病
院
で
検
査
し
て
』と
言
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わ
れ
、
驚
き
ま
し
た
」

Ｓ
さ
ま
は
、
ご
自
宅
か
ら
自
転
車
で
10
分
程

度
の
距
離
に
あ
る
医
療
セ
ン
タ
ー
で
検
査
を
受

け
ま
し
た
。

「
喉
頭
が
ん
の
初
期
で
し
た
。
担
当
医
師
か
ら

『
十
分
治
療
で
き
る
か
ら
大
丈
夫
』と
言
わ
れ
、

ほ
っ
と
し
ま
し
た
」

ご
家
族
も
安
心
さ
れ
、
奥
様
は
宮
原
さ
ん
に

連
絡
を
し
て
生
命
保
険
の
手
続
き
を
し
ま
し
た
。

「
治
療
は
放
射
線
の
み
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
抗

が
ん
剤
治
療
と
違
っ
て
副
作
用
も
な
い
だ
ろ
う

と
少
々
軽
く
考
え
ま
し
た
が
、
33
回
も
照
射
す

る
と
聞
か
さ
れ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」

治
療
当
初
、
Ｓ
さ
ま
は
食
事
が
飲
み
込
み
に

く
く
、
お
か
ゆ
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
照
射
さ

れ
た
箇
所
は
赤
く
腫
れ
て
や
け
ど
の
よ
う
に
な

り
、
薬
を
塗
布
。
そ
の
後
は
黒
く
日
焼
け
し
た

よ
う
な
感
じ
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
初
期
と
は
い
え
、
や
は
り
が
ん
の
治
療
は
大

変
で
す
。
た
だ
、
私
の
場
合
は
仕
事
が
で
き
る

3333
回
の
放
射
線
治
療
で

回
の
放
射
線
治
療
で

元
気
を
取
り
戻
し
た

元
気
を
取
り
戻
し
た

ほ
ど
の
体
力
や
気
力
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
」

喉
の
痛
み
は
徐
々
に
取
れ
、
普
通
に
食
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
日
は
ほ
ぼ
通

院
し
、
３
ヵ
月
後
に
治
療
が
無
事
終
了
し
ま
し

た
。
Ｓ
さ
ま
は
、
が
ん
は
手
強
い
病
気
と
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

「
が
ん
診
断
給
付
金
や
通
院
給
付
金
な
ど
手
厚

い
保
障
は
、
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
助
か
り

ま
し
た
。
今
後
、
再
発
し
た
と
し
て
も
生
命
保

険
に
加
入
し
て
い
る
の
で
安
心
で
す
。
妻
と
宮

原
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

す
っ
か
り
元
気
に
な
ら
れ
た
現
在
は
、「
息

子
た
ち
は
違
う
職
業
を
選
ん
だ
の
で
兄
と
と
も

に
引
退
時
期
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
限

り
仕
事
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
、
Ｓ
さ
ま
は
意
気
軒
高
で
す
。

毎
週
末
に
ご
長
男
家
族
と
食
卓
を
囲
む
Ｓ
さ

ま
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
保
育
園
の
休
園
な
ど

で
孫
と
過
ご
す
時
間
が
長
く
、
ま
す
ま
す
仲
が

良
く
な
り
ま
し
た
」と
目
を
細
め
ま
す
。

最
後
に
宮
原
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
が
ん
は
治
療
期
間
も
長
く
な
り
、
経
済
的
な

負
担
も
重
く
な
り
ま
す
。
ま
た
近
年
は
、
が
ん

治
療
は
先
進
医
療
な
ど
選
択
肢
が
広
が
り
ま
し

た
が
、
そ
の
分
医
療
費
も
高
額
に
な
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。
最
善
の
治
療
を
尽
く
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
生
命
保
険
を
お
役
立
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
お
客
様
に
時
代
に
合
っ
た
生
命
保
険
を
ご

提
案
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
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Ｐ
ａ
ｙ
の
６
つ
。
国
税
で
あ
れ

ば
す
べ
て
の
税
目
の
納
付
が
可
能
で
す
。
た
だ

し
、
印
紙
を
貼
り
付
け
て
納
付
す
る
場
合
な
ど
、

利
用
で
き
な
い
税
目
も
あ
り
ま
す
。

国
税
の
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
に
必
要
な
も
の
は
、
確

定
申
告
書
な
ど
納
付
す
る
税
目
や
金
額
の
分
か

る
も
の
と
、
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
に
利
用
す
る
ス
マ
ホ

で
す
。
国
税
庁
の「
国
税
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決

済
専
用
サ
イ
ト
」に
ア
ク
セ
ス
し
、
画
面
の
案

内
に
し
た
が
っ
て
操
作
す
れ
ば
、
事
前
手
続
き

な
し
に
国
税
の
納
付
が
で
き
ま
す
。

国
税
の
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
納
付
手
続
き
が
で
き
る
の

が
メ
リ
ッ
ト
。
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
な
ど
に

足
を
運
ぶ
手
間
が
な
く
せ
ま
す
。

ま
た
、
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

払
い
と
違
っ
て
、
決
済
手
数
料
が
か
か
り
ま

せ
ん
。
国
税
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で

は
、
１
万
円
以
下
83
円
、
１
万
円
超
２
万
円
以

下
１
６
７
円（
い
ず
れ
も
税
込
）と
い
う
よ
う

に
決
済
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。
Ｐ
ａ
ｙ
払
い

な
ら
決
済
手
数
料
は
国
税
庁
側
が
負
担
し
て
く

れ
ま
す
。
国
税
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、

ポ
イ
ン
ト
の
付
与
は
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
に
よ
っ
て
取

り
扱
い
が
異
な
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
さ
れ
る
な
ら
ば
よ
り
お
得
で
す
。

こ
の
よ
う
に
便
利
な
国
税
の
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
で

す
が
、
注
意
点
も
あ
り
ま
す
。

国
税
の
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
は
、
チ
ャ
ー
ジ
し
た

お
金
を
支
払
う
方
法（
ア
カ
ウ
ン
ト
残
高
を
利

用
し
た
支
払
い
方
法
）し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

ス
マ
ホ
決
済
に
紐
づ
け
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

か
ら
支
払
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
事
前
に
対

象
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
し
、

残
高
の
チ
ャ
ー
ジ
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
国
税
の
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
の
納
付
上
限
金

額
は
30
万
円
ま
で
。
そ
の
う
え
、
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
の
利
用
上
限
額
を
超
え
る
金
額
は
納
付
で
き

ま
せ
ん
。
上
限
を
超
え
る
場
合
は
、
他
の
方
法

で
納
税
し
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
で
も
同

様
で
す
が
、
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
で
国
税
を
納
付
し
て

も
、領
収
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。領
収
書（
証
）

が
必
要
な
場
合
は
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
納
付

し
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
２
年
12
月
１
日
か
ら
、
所
得
税
・
相

続
税
・
贈
与
税
と
い
っ
た
国
税
を
ス
マ
ホ
決
済

で「
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
」で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
税
の
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
に
対
応
し
て
い
る
ス
マ

ホ
決
済
は
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
・
ｄ
払
い
・
ａ
ｕ 

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
納
付
で
き

決
済
手
数
料
も
無
料
！

国税の「Pay払い」が可能に
メリットと注意点は？

144
収集へご協力のお願い
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こちらのチラシは、JAIFAホームページ  
�「NEWS」にも掲載しておりますので、
ダウンロードしてお使い下さい。

〒103－0022　東京都中央区日本橋室町1－13－5　日本橋貝新Ｎ.Ｙ.ビル6階�
JAIFA本部事務局　TEL（03）3241－6633問合せ先

JAIFA社会貢献委員会

ハガキ、切手、カード類未使用のタオル

メガネの収集については事情により中止となりました。
今後はタオル・カード類のみ収集致します。

ご自宅に未使用タオルは 
ございませんか?
●ハンドタオル、バスタオル等

※�JAIFA年次大会in
神奈川の開催地で
ある神奈川県内の
福祉施設等の活動
に役立てていただ
けるように、寄贈
致します。

現在使用していないテレホンカードや 
プリペイドカード、ハガキや切手など
はございますか?
●ハガキ、切手など�
●�カード類（テレホンカード、クオカード、�
プリペイドカードなど）

※�社会福祉施設で作業することに
より対価がもらえたり、施設で�
活用できます。社会貢献活動で
の支援に活用して参ります。

収集へご協力のお願い

タオル・カード類

社会貢献委員会では、社会貢献活動事業の一環として、「未使用のタオル」、
「カード類」の収集活動を展開しております。2023年6月20日に神奈川県で 
開催するJAIFA年次大会in神奈川に向けて、全国の皆様のご協力をお願い致します。

収集期間

タオル、カード類は、2023年6月20日のJAIFA 年次 
大会in神奈川会場へご持参いただくか、地方協会内で
まとめて収集下さい。
※カード類は有価証券のため、現金と同様に扱って下さい。

回収 
方法

2023年 

3月1日～ 
6月19日

JAIFA創立60周年記念大会in福岡 回収実績

● タオル…………………… 5,931枚…
● ハガキ、切手……………… 8枚…
● テレホンカード類……… 6枚…
● メガネ…………………… 326個

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

今年度より
メガネの収集は
行いません

19 2023  |  March



参加者募集のご案内

2023JAIFA年次大会
in

神神奈奈川川

2023年度の年次大会は、神奈川県横浜市にて開催されます。横浜みなとみらいでご来場を 
お待ちしています。神奈川ご当地グルメもお楽しみください。大会へのご案内は、左記 
ページよりご確認の上お進みください。

開催場所

パシフィコ 
横浜国立大ホール
横浜ロイヤル 
パークホテル

開催日

2023年 
6月20日 火

年次大会

ディナー
パーティ

本大会はJAIFA「公益目的事業」です。 
会員はもとより一般市民の方、ご友人お客様など、どなたでもご参加いただけます。

大会参加定員について

年次大会 
（パシフィコ横浜国立大ホール）

参加定員 ▶5,000名（予定）

ディナーパーティ 
（横浜ロイヤルパークホテル）

参加定員 ▶1,000名（予定）

お申込み方法について※

お申込み方法は  WEB  のみ、
  1人につき1申込み  となります。

（複数での購入はできません。）
定員になり次第締め切らせて 
いただきますので、お早めにお
申込みください。

大会規模
5,000名

※�現在、QRコードを読み取りいただいても申込期間外のためエラー
が表示されます。開設までしばしお待ちください。
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世界を変えた大発明

株式

資本主義経済発展の原動力となった制度について学びましょう

プライベートを充実させる！
生活習慣を見直して健康アップ！

栄養バランスの良い食事、適度な運動、質の良い睡眠していますか？

特 集

特集 第10回

連載 第10回

3
2023

昭
和
41年

5月
20日

第
3種
郵
便
物
認
可
　
令
和
5年
3
月
1日
発
行（
毎
月
1回
1日
発
行
）第
3
号
第
61巻

トリプルアニバーサリーイヤー

日本をもっと元気よく JAIFAはこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます

JAIFA公式LINEの
友だち登録は
こちらから。

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
第
３
号
61
巻
）
令
和
５
年
３
月
1
日
発
行
（
毎
月
1
回
1
日
発
行
）
昭
和
41
年
5
月
20
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
　
編
集
兼
発
行
人
　
金
井 

敬
司
　
定
価
三
〇
〇
円
　
送
料
七
十
一
円
（
会
員
の
場
合
、購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
ま
す
）
企
画
制
作
（
株
）
セ
ー
ル
ス
手
帖
社
保
険
F
P
S
研
究
所 




